
朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に富む人閣の育成をめざします。
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日本スポーツ振興セン';-

大友学長と大東理事長(右)が協定書に調印

朝日大学は、独立行政法人日本スポーツ振興センター(JSC)とアスリー卜育成やスポーツ

医科学などの分野で連携する「包括連携に関する協定Jを締結しました。JSCと協定を締結

した大学は本学が7大学目で、東海4県でははじめての締結となります。

。朝日大学
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オ}プンキャンパスで

朝日大学を体感

|模擬授業・キャンパス見学で1日大学生

法学部、経営学部、保健

医療学部の志願者を対

象としたオープンキャンパ

スを穂積キャンパスで開

催しました。

県内外から多くの高校

生や保護者らが来学し、

模擬授業・実習体験、入 模擬法廷を見学し裁判の流れを理解

試説明、学生や教職員とのフリートークなど希望するプログラムに

参加、大いに「朝日大学jを体感したようです。

さらにキャンパス見学では模擬法廷で裁判官席に着席したり、イ

ングリッシュランゲージサロン(ELS)で英会話を楽しむなど、朝日大

学の特色や魅力を理解・体感できるオープンキャンパスとなりました。

講義室で大学の授業を体験

ELSで英会話を楽しく学ぶ

市民相談室

保健医療学部看

護学科では、学科説

明・看護の魅力や模

擬授業、教員や学生

スタッフと一緒に実習

を体験。成人看護実

習室では血圧測定、

母性・小児看護学実

看護の模擬実習を体験 習室では子どもへの

授乳やジャケット着用による妊婦体験など、各専門領域の看護に触

れました。

また、大学生活の様子など自由に質問できる学生スタッフとの交

流コーナーへも多くの参加者が訪れ、大学での学びについて理解

を深めました。

また、2017年4月に開設される保健医療学部健康スポーツ科学

科では、学科内容や入試についての説明、個別相談を実施。ス

ポーツの指導者や地域スポーツを支える人材などを養成するその

教育内容について真剣に聞き入っていました。

|未来の歯科医師を目指す

歯学部志望者を対象とした歯

学部オープンキャンパスでは、全国

各地から歯学部への入学をめざ

す高校生、その保護者・家族らが

集い、建学の精神や教育方針、歯

科医師国家試験への取り組み、

学費の体系、そして、歯科医師の

魅力などの説明に熱心に耳を傾

けていました。

参加した高校生たちは、模擬講 「患者型マネキン」ではじめての歯科治療

義でアンサーパッドシステムを利用した双方向型の授業を、また、最

新鋭の機器を備えたシミュレーション実習室において、参加者が

「患者型マネキン」で実際に虫歯に見立てた模型の歯を削り「歯

科医療Jの現場を実体験しました。
未来の歯科医師たちは、朝日大学の歯学教育を体験し、歯科医

師をめざす気持ちがより強くなったようです。

朝日大学では、地域の皆様との交流を深めるとともに、大学で

相談内容 行っている教育や研究の成果を皆様の生活に役立てていただ

砂法律・経営に関するとと けるよう、市民相談室を開設しています。

砂歯や体の健康に関するとと それぞれの分野について専門の教職員が皆様からのご相談を

お受けし、解決に向けてのアド/¥イスをさせていただきます。

E掴 相談は臨 よる予備附 / 叩サ時間/日 e…00士9…00
厄割??3J52:315Zhluacjp 



就職支援に関する協定を

岐阜県と締結

岐阜県庁において、古田肇岐阜県知事と大友克之学長が、「就

職支援に関する協定Jを締結・調印しました。岐阜県と同様の協定を
締結した県内大学は朝日大学がはじめてとのことです。

今回の協定締結は、県外からのUターンやIターン就職、県内大学生

の定着につなげることを目的とし、合同企業説明会の開催、インターンシッ

プの受入れ支援、保護者向けセミナーの開催などを両者が連携して行う

ことで、学生の岐阜県内での就職を後押しすることを目指しています。

|魅力ある都市・職場へと

古田知事は、「大学卒業後、県

内で就職してもらえるよう県内の

産業や文化の魅力を共に伝えて

行きたい」と、また、大友学長は、

「今回の協定に基づき、岐阜県

がより輝く都市・魅力ある職場とな

るよう協力したい」と話されました。 古田知事(左)と大友学長が協定書に調印

歯学部海外研修を実施
歯学部では、国際的な視野を持ち幅広く活躍できる歯科医師を育

成するために、毎年夏季休暇等を利用し「短期海外研修」を実施して

います。5年生を対象とした海外研修の費用は、全額大学が負担して

おり、学生・保護者にとっては、経済的負担がなく国際交流を深め海外

の医療現場を知る絶好の機会といえます。

出発を前に学内で壮行会が行われ、倉知正和副学長、田村康夫

副学長、磯崎篤則歯学部長、藤原周歯学部国際交流委員長ほか、

引率教員ら関係者が出席しました。

壮行会で決意を発表する学生たち

今回海外研修に参加する学生た

ちは、研修先での各種研修プログラ

ムに思いを馳せ、期待に胸を膨らませ

ると共に、それぞれの意気込みを英

語、スペイン語、中国語などの研修先

の言語で堂々と発表していました。

|海外4カ国8大学へ派遣

夏季休暇を利用した2016年度の歯学部短期海外研修は4カ国8大

学でそれぞれ行われ、8月末までに全て終了、将来の歯科医師たちに

とって実り多い海外研修となったようです。

ーー

フィンランド 卜ゥルク大学 2名

圃 中国
北京大学口腔医学院 5名

第四軍医大学口腔医学院 5名

カリフォル二ア大学ロサンゼルス校 5名

霊童 アメリカ
テキサス大学サンアン卜ニオ校 5名

アラバマ大学バーミングハム校 5名

タフツ大学 2名

日 メキシコ メキシコ州立自治大学 5名
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日本スボ}ツ振興センターと

包括連携協定

朝日大学は、独立行政

法人日本スポーツ振興セ

ンター(JSC)とアスリート

育成やスポーツ医科学な

どの分野で連携する「包

括連携に関する協定」を

締結。調印式が行われた

大友学長と大東理事長(右)が協定書に調印 日本 スポーツ振 興 セン

ター(東京都港区)には、]SC理事長の大東和美氏、大友克之学

長をはじめ関係者が出席しました。]SCと協定を締結した大学は朝

日大学が7大学目で、東海4県でははじめての締結となります。

今回の協定締結は、スポーツの呆たす役割の重要性を踏まえ、

両者が有するさまざまな資源を有効に活用することで、地方から世

界へ羽ばたく選手を育成し、かっ、我が国のスポーツの国際競技

力向上に向けて連携・協力し、社会への貢献をめざしていくことを

趣旨としています。

|地方から世界へと羽ばたく

大友学長は、「東京オリンピック・パラリンピックに向け、地方から

世界へと羽ばたく選手の育成を目指すと共に、国際競技力の向上

のために]SCとの連携協力を深め、社会に貢献したい」と、また、大

東理事長は、「様々な事業や活動を企画し展開をはかりたい」と話

されました。

北欧フィンランドから

歯学部学生を受け入れ

本学と文化学術交流協定を締結し学生・教員の相互交流を

行っているフィンランドトゥルク大学歯学部の教員と学生が、本学歯

学部での短期海外研修のため来日しました。

一行は、はじめに穂積キャンパス図書館のクリエイティブワークエ

リアで藤原周歯学部固際交流委員長らによる「日本文化と食べ

物JI進化から理解する口腔
解剖」の講義やトウJレク大学

教員の講義を受講。附属病

院では歯学部教員の指導の

もと、シミュレーション実習を体

験し本学での充実した研修

プログラムに取り組みました。 トゥルク大学Merja先生による講義を受講

|日本の歯科治療の現場を視察

穂積キャンパスでの研修を終えた一行は、岐阜市内のPDI岐阜

歯科診療所で日本の歯科治療の現場を視察。その後、長良川で

の鵜飼船の乗船体験や京都市内で日本文化の体験をした学生た

ちは、本学での充実した短期研修を終え帰国の途につきました。
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「優秀論文賞」を受賞
旧本歯科保存学会2016年度春季学術大会」において、

歯学部歯科保存学分野の神山智佳子先生(現:非常勤講

師)の論文Ia-TCP/Te-CPセメントの根管充填用シーラー

への応用」が「優秀論文賞(ジーシー優秀論文賞)Jを受賞
しました。同賞は日本歯科保存学会において特に優秀な論

文に与えられる栄誉ある賞です。

また、「第10回アジア小児歯科学会」において歯学部小児歯

科学分野の小倉英稔先生の論文「口唇口蓋裂児の吸畷機能

の発達について」が「小児歯科学雑誌優秀論文賞」、「町田賞

優秀論文賞Jをダブル受賞しました。両賞は日本小児歯科学会
において特に優秀な論文に与えられる栄誉ある賞です。

今後、神山先生、小倉先生の益々のご活躍が期待されます。

優秀論文賞を受賞された神山先生(左)

優秀論文賞を受賞された小倉先生(右)

オープンスクール開講
高大連携事業の一環として愛知県立知立高等学校のオープン

スクールが穂積キャンパスで開講され、同校商業科の生徒40名が

「会計の大切さJを熱心に学びました。

森直也助教(会計研究部コーチ)による「簿記を学ぶ意義Jと題
した特別講義が行われ、「簿記の力はどんな仕事をしても必ず役に

立つ」ことが話されました。

I i公認会計士試験」現役合格の学生が語る
知立高等学校出身者で経営学部経営学科4年の岡田建さんl立、

会計研究部に所属し超難関試験である「公認会計士試験」にみ

ごと2年生で現役合格を成し遂げ、来るべき社会への旅立ちに向

け日々勉学に励んで、います。

誇るべき先輩をもっ生徒たちは、模擬授業、施設見学、学食体

験を終え、大学での学習環境や先輩たちの学生生活を参考に今

後のキャリアデザイン(進学・就職)を思い描いていました。

ジュニア・ロ}スクール開講
穂積キャンパス6号館模擬法廷で、中学生を対象とした「ジ、ユニ

ア・ロースクール」を開講しました。

裁判員制度の実施に伴い、国民の司法参加が必須となった今

日において、一般市民に対する法教育、さらには、若年層に対する

学校での法教育の重要性が増しています。ジュニア・ロースクール

は岐阜県弁護士会、法学部を有する朝日大学、岐阜県内外に多

数の学校教員を輩出している岐阜大学、そして、県内学校の法教

育推進を目的として設立された岐阜法教育研究会が連携し、中学

生の夏休み体験学習のーっとして毎年開講しているスクールです。

|模擬法廷で裁判を体験!

模擬法廷に集

まった50名を超える

中学生たちは、初め

て体験する裁判所

(模擬法廷)の様子

に少し緊張ぎみの

様子でしたが、「裁 中学生たちが裁判員制度を学ぶ

判って、いったい何なのけ、「裁判官・検察官・弁護士は何をしてい

るのけなどの疑問を解決しようと熱心に受講していました。

サマーギフト「清流の匠」
経営学部ビジネス企画学科で商品開発を学ぶ学生と(株)セイノー

商事とがコラボ企画・開発を行った商品「清流の匠」の発表報告会

が、穂積キャンパス5号館講義室において開催されました。報告会に

は本学学生、セイノーホールディングス(株)をはじめとするセイノーグ

ループ企業、商品製造メーカーの関係者ら、約120名が出席しました。

今回のコラボ企画は、セイノーホールデイングス(株)と朝日大学

が、「産学連携活動に関する協定」を締結(2013年2月)、各種の

産学連携活動を進めていく中で、昨年度の「柿のお茶会」に続く、

マーケティング分野での連携活動の一環として実現したものです。

発表報告会では、昨秋から商品開発に取り組んできた4年生か

ら、開発プロセス、商品概要と商品に込めた想、いなどが語られると

共に、「コラボ企画・開発を通じ、実践的に商品開発のプロセスを学

び、現実のビジネス課題に向き合うことで、自ら考えて行動すること

の大切さを実感した」との感想、が述べられました。

岐阜県特産品詰め合わせセット「清流の匠」は、清流「長良)I!Jにま

つわる匠の業を身近に感じていただける逸品にだわり抜いて作り上げ

た酒、酒と合う至高の

鮎、香り高い祈)をお

届けしたしミとの思しミか

ら誕生したオリジナル

ギフト。今年のサマー

ギフトとして(株)セイ

ノー商事のギフトカタロ

グとWebサイトでL販売

朝日大学x(株)セイノー商事「コラボ企画商品」発表報告会 されました。



岐阜県産野菜を使った

スイーツ開発フ。ロジェクト

経営学部ビジネス企画学科の学生たちは、岐阜新聞社が企画する

「岐阜県産野菜を使ったスイーツ開発プロジェクト」に参画。東京都心

で野菜スイーツの商談および売場視察の学外研修に取り組みました。

長野県信州首都圏の総合活動拠点である銀座NAGANOで

は、竹鼻英三次長から「銀座NAGANOの役割と意義」と題した

講義を、また松屋銀座食品部MD謀の始閤理子シニアバイヤーか

らは「食品部で扱う商品を決めるポイントJと題した講義を受講しま
した。始閣氏は、「商品になるポイントは①商品の魅力、②味、③価

格(適正価格)の3つのバランスが取れたときで、魅力はピジュアlレ、

商品背景(思い)、付加価値、話題性がポイントである。そうした魅

力ある商品との出会いには、人とのつながりを大切にすること、あき

らめないで心を込めて交渉することが重要jと語られました。

デパ地下食品売り場で事例として紹介された庖舗を視察

その後学生たちは、企画開発した「野菜スイーツのプレゼンテー

ション」を行い開発の経緯、商品コンセプトと特徴、売り込みの理由

などについて説明。味とコンセプトがしっかりしているとの高評価で

したが、商品としては改善点もあり、多くの助言をいただきました。

自らが企画開発した商品について東京銀座の第一線で活躍す

るバイヤーを目の前にプレゼンするという機会を得て、これからの学

びへの意欲がますます高まり、将来のキャリアを考える上でも貴重な

体験となりました。

FD.SD研修会で教職員が学ぶ
FD活動推進委員
会主催によるIFD.SD

研修会」が、教職員な

ど約150名が参加し穂

積キャンパス5号館講

義室で開催されました。

本研修会は、授業

和国主任研究員が講師を務める 方法等の改善と向上

を通じて「魅力ある授業」を学生に提供すると共に、「魅力ある大

学、選ばれる大学jを目指し毎年開催されています。

今回の研修会では、野村誼券(株)金融公共公益法人部公共公

益法人課主任研究員の和田理都子氏を講師にお招きし、「人口2/3

激減時代:成長の鍵は教育・人材へ」と題した講演をいただき、参加

者は大学・高等教育の進むべき方向について熱心に学びました。

ASAHI University News Letter 

STUDY 

教育懇談会を開催

|建学の精神に基づく教育方針を説明

法学部・経営学部の

教育懇談会が穂積キャ

ンパスで開催されました。

両学部の懇談会で

は、学部長から「建学

の精神Jに基づく教育
方針の説明を交えた

挨拶や教員紹介など 岩崎経営学部長が教育方針を説明

があり、その後活発な質疑応答が行われました。

「個別懇談」では、指導教員と父母とが学生のキャンパス内での

様子や学業成績、就職活動状況などについて個別に面談を行い、

実り多い教育懇談会となりました。

|大学、学生、父母が共通認識

また、「未来の歯科医師j育成に取り組む歯学部でも今秋に、学

生、父母および大学の三者が共通の理解と認識を持ち「将来の歯

科医師jを目指すための「教育懇談会、三者面談jの開催が予定

(5・6年生は今春に開催済み)されています。

「看護師国家試験」対策はじまる
保健医療学部看護学科では、3年生を対象に国家試験対策の

模擬試験が行われました。

試験は、専門基礎科目100聞を100分で解答するもので、「人体の

構造と機能(解剖生理学・生化学・栄養学)Jおよび「疾病の成り立ち
と回復の促進(薬理学・病理学・微生物学)Jから出題されました。

国家試験対策は国家試験対策委員(看護学科教員)を中心に

実施されており、試験の受験だけではなく、試験後の振り返り(復

習)、長時間の試験に集中できる力を養うことも目的としています。学

生は、初めての模擬試験で少々疲れた様子でしたが、今回の試験

を機に、国家試験への意識を強く持ったようですo

また2年生を対象とした国家試験対策ガイダンスが開催され、

演畑章子国家試験対策委員長から、看護師国家試験の出題基

準や、看護学科の講義科目との関連、過去問題テストの実施に

ついて説明がありました。国家試験はまだ先のことのように考えて

いた学生も、背筋が伸び、日々の講義の振り返りの必要性を感じ

ていたようでした。

総田園家試験対策委員長が国家試験について説明
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CAMPUS LIFE 

「中学生財務塾講座」を開講
穂積キャンパスでは県内の中学生を対象とした「財務塾講座」

が開講されています。

同塾の開講は、昨年末に瑞穂市との問で締結された「包括連

携協定」に基づき、教育分野における連携協力事業の一環として

中学生のキャリア形成支援教育を通じ、瑞穂市の発展に寄与でき

る人材を早期に育成することを目的としています。

服部教職課程セン亨一長が講師を務める

受講生の中学生は、講師を務める服部哲明教授(教職課程セ

ンター長)の「将来の自分のために、しっかり目標を立てて頑張るこ

とが大切」とのアドバイスをうけ、自身の可能性を引き出そうと「財務

塾」で熱心に会計について学んで、います。

学生補導講演会を開催
学生部では、「犯罪に巻き込まれないために」と題し、穂積キャン

パス6号館講義室において「学生補導講演会jを開催しました。

|自己防衛のための意識高揚を
!r一、

講演会では、はじめに大野正博学生 l、p、，
部長の挨拶があり、その後、北方署の

山田雅美副署長らから昨今多発して

いる薬物、銃器、ストーカー、悪徳商法

等の各種犯罪に本学学生が巻き込ま 北方署~U署長による講話

れないようにと「各自の自己防衛のための意識高揚」につながる講

話やピデオ上映が行われました。学生、教職員約200名の受講者

たちはメモをとりつつ熱心に講師の話に耳を傾けていました。

子供たちを不審者から守る
北方署穂積交番で、夏休み外で遊ぶ機会が増える地域の子供

たちを不審者から守ろうと、法学部学生で組織する防犯ボランテイ

ア団体「めぐるJのメンバーと瑞穂市内の地域安全指導員によるパ
トロール出発式が行われました。

「めぐる」のメンバーたちは週3回平日に、青色回転灯が装着され

た市職員が運転する車両に同乗。学校の周辺や子供たちが遊ぶ

公園、商業施設などを中心に巡回し、不審者から子供たちを守るボ

ランティア活動に取り組みました。

出発式で、は代表メンバーの3年生高味昌弘さんが、「地域をパト

ロールすることにより、子供たちが犯罪の被害に逢わないように努め

たい」と挨拶しました。

~ーョぬ
-11:似のう

貴重図書の寄贈を受ける
次のとおり貴重図書の寄贈を受けました。

謹んで御礼を申し上げます。

『死刑囚の子ども達の未来に向けてJ
(クエーカー国連事務所)2013

岐阜県弁護士会と共同開催した市民講座にパネリストとして参加され

たNPO法人監獄人権センター事務局長・弁護士の田鎖麻衣子氏から、

受刑者の子どもたち、特に死刑囚の子どもの権利とニーズに焦点をあてた

本書を寄贈していただきました。受刑者の子どもの問題は、近年国際人権

領域でハイライトされており、このレポートは貴重な資料となります。

『治水の風土瑞穂市:ふるさと研究30年のあゆみ』

(ヨツハシ株式会社)2016

瑞穂市在住の郷土史研究家野田j青影氏から、瑞穂市の治水を中心と

したふるさと研究について舎かれた著書を寄贈していただきました。2016

年は、i9.12豪雨災害」からちょうど40年になります。水で溢れた町の様子
や、当時の新聞なども掲載されており、ふるさとの治水や水害について学

び、防災意識を高めることができる貴重な資料です。野田氏には『治水の

風土瑞穂市:水との闘1t'250年に学ぶJ(ヨツハシ株式会社)2012も寄贈
していただいております。併せてお読みください。

「熱中症対策講話」を受講
「熱中症対策講話Iが学生部主催の行事として穂積キャンパス

5号館講義室で行われ、各クラブの学生や教職員ら約80名が受講

しました。

本講話は、この時期「熱中症」による事故が多数報告されているこ

とから、運動中、課外活動中の「熱中症の危険性Jについて、学生や
教職員が十分認識を高めることを目的に毎年開催されています。

「熱中症の危険性」を学んだ

大塚製薬(株)の土屋勝哉氏からは、「熱中症Jの発生要因とそ
の対処法について分かりゃすく講話がなされると共に、実際に身近

なスポーツドリンクを利用した補給法が示されました。参加した学生

や教職員は、「熱中症jを身近な問題としてとらえ、みな真剣な眼差

しで受講していました。



会計研究部

「公認会計士試験(短答式)Jに

現役合格!

体育会会計研究部で

は、超難関試験といわれ

ている「平成28年公認会

計士試験(短答式)Jにお
いて、5名の部員がみごと

現役合格(受験者4，740

名で合格者638名)を果

たしました。 「公認会計士試験(短答式)Jに現役合格

|会計のプロフエツシヨナルをめざす

公認会計士試験(論文式、短答式)や日商簿記検定1級.2級な

どに合格した会計研究部のメンバーは現在60名。彼らは経営学部

経営学科に設置されている学ぴの領域「会計・ファイナンスJで学
び、公認会計士、税理士、国税専門官や企業の財務・経理プロ

フェッショナルをめざし、現役公認会計士らの個別指導のもと会計

研究部専用学習室でパソコンやWebサポートシステムなどを利用

し、日々、夢の実現に向け学びを続けています。

自転車競技

学生チャンピオンが誕生
自転車競技部は、学生個人チャンピオンを決める「第57回全日

本学生選手権」が松本美鈴湖競技場(長野県)で開催され、予選

で学生新記録を樹立した相馬義宗選手(ビジネス企画4年・岐阜)

と小原佑太選手(同学科3年・青森)のペアがタンデムスプリントで

優勝し、みごと学生チャンピオンに輝きました。

学生選手権ではほかに、 1kmTTで、の準優勝、4kmIPとスクラッチ

での3位入賞を含め合計9の入賞数をかぞえ、朝日大学の競技力

の高さを発揮しました。

圧倒的な強さで優勝した相馬・小原のタンデムSP(右)

西日本インカレr11連覇」
また、向日町競輪場(京都府)で行われた「第52回西日本大学

対抗選手権大会jでは、スプリントをはじめ11種目中10種目で優勝

を収め、圧倒的な強さを発揮。西日本インカレの「総合優勝jを果た

すと共に、この大会、前人未到の11連覇の栄冠に輝きました。

ASAHI University News Letter 

SPORTS 

スポーツフェスティバル開催

体育会が(公社)ぎふ瑞穂スポーツガーデンと共催して、

穂積キャンパスで「第7回スポーツフェステイノtル」を開催。地

元の小・中学生や保護者ら約200名が参加し、大学生らとの

スポーツを楽しみました。

今回で7回目の開催となった同フェスティバルは、全学をあ

げてスポーツ活動を支援している朝日大学が、地域貢献として

レクリエーションを通じてスポーツに親しんでもらおうと開いたス

ポーツイベントで、地域住民と学生の交流の場となっています。

|子供たちとスポーツ体験

体育会所属の各クラブ

の部員らが指導者となり、

玉入れ、綱引き、大玉転が

しなど遊びの要素を取り入

れたレクリエーションを運

営。午後には部員たちによ

る卓球、フェンシングやハ レクリエーションを楽しむ子供たち

ンドボールのミニ試合が行われ、迫力あるプレーやユニフォー

ム姿に子供たちは歓声をあげ、目を輝かせていました。

相撲

全日本女子相撲で3位
体育会相撲部が「第7回

全日本女子相撲郡上大会」

において、団体3位入賞を果

たしました。

また、「第41回西日本学生相

撲個人体重別選手権大会」

団体3位入賞を果たした部員たち では、75kg未満級で市川倫太

朗選手(ビジネス企画l年.石}II)が見事優勝の栄冠を手にしました。

ラグビー

東海リーグ連覇に向けて好発進
体育会ラグビー部は、穂積キャンパスラグビー場で開催された

「第21回ギフセブンズ大会jに出場し、みごと優勝に輝きました。

|熱戦が繰り広げられる

「ギフセブンズ」は7人制のラグビー大会で、今大会には大学、社

会人、クラブ、チームの5チームが出場しリーグ戦で覇を競いました。

本学ラグビー部(Bチーム)は決勝戦で社会人チームぎふ清流ラ

ガーズに28:26で競り勝ち、優勝を果たしました。

昨シーズン東海リーグ6連覇を成し遂げたラグビー部ですが、7連

覇に向けて好発進となった「ギフセブンズ大会Jでした。
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NEWS 

金メダルおめでとう!! 
(公社)ぎふ瑞穂スポーツガーデン所属の金藤理絵選手

が、リオデジャネイロ五輪の競泳女子200m平泳ぎで、みごと

金メダルを獲得されました。

穂積キャンパス6号館で開かれたパブ勺ックピューイングで、

は、約150名が決勝レースをテレビ観戦。金メダルの瞬間に

は、大歓声が上がりました。

パフ、リツクヒ、ユーインク、で大歓声が上がる

期日前投票が行われる

選挙権年齢が18歳以上にヲlき下げられた「第24回参議院議員

通常選挙」の期目前投票所が、穂積キャンパス内の図書館クリエ

イテイブワークエリアに開設されました。

「こぞって投票にいこまいプロジェウトJのメンバーが投票を呼び力ヰナた

今回の選挙では投票立会人2名のうち1名が本学学生から選

任され、期目前投票日(6月24日)には、新たに投票権を得た10歳代

の学生、教職員や近隣住民ら117名が投票を行いました。昼休み

には投票の順番待ちができ、若者の主権者意識の高さが感じられ

る期日前投票となりました。

朝日祭告知 11 盛h出さんのイベントを予定

「第46回朝日祭Jが盛大に開催されます。
皆様お誘い合わせのうえ、ご来場ください。

期 日 2016年 10/21(金)・22(土)・23(日)
サンワライズ

テ ー マ SUN笑Sカーニバル~朝日祭に笑顔を~

催し(予定) ライブコンサート、模擬庖、ビンゴ大会、フリーマーケットなど

ASAHI University News Letter 

「沖縄県人会」開催

森下伊三男副学長による乾杯の音頭

沖縄県人会の第4回

総会が約40名の新入

生を迎え、穂積キャンパ

ス6号館食堂で開催さ

れ沖縄県出身学生や

教職員ら約150名が出

席しました。

岡県人会では、はじめに大友克之学長からの歓迎の言葉と県

人会の趣旨や今後の活動方針などが述べられました。その後、沖

縄の方言で自己紹介をしたり、各テーブルで歓談したりと、終始なご

やかな雰囲気で会員同士の親睦を深めていました。

熊本地震震源地「益城町」を訪問
大友克之学長は、熊本地震に対する本学有志の復興義援金

(77万円)を震源地で被害の最も大きい益城町に届けるため、ピジ

ネス企画学科2年で ι 日一一『一
同町出身の西本みな

代さん(体育会相撲

部)と共に益城町役

場を訪れ、西村博則

町長に義援金を手渡

しました。 西本さん(中央)から西村町長に義援金が手渡される

|義援金の募金活動

西村博則町長からは、益城町の被災状況や復旧復興に向けた

取り組みの説明がなされると共に、朝日大学からの心温かい義援

金を町の復興にぜひ役立てたいと話されました。

今回の熊本地震に対し本学で義援金の募金活動が始まったの

は地震発生直後からで、穂積キャンパス各所および、附属医療機関

:/『

募金活動に取り組む学生たち

昨年の朝日祭の様子

1> 

且

に募金箱が置かれまし

た。募金活動には西本

さんも積極的に参加。

体育会の学生もこれに

呼応し、全学生、全教

職員にその輪が広まっ

ていきました。


	33407014_ページ_1
	33407014_ページ_2
	33407014_ページ_3
	33407014_ページ_4
	33407014_ページ_5
	33407014_ページ_6
	33407014_ページ_7
	33407014_ページ_8

